


一般社団法人 名古屋工業会
2021年度 定期総会及び会員総会のご案内

　現時点では下記のとおりですが、新型コロナウィルス対応により、実施方法、日程、会
場等の変更が生ずる可能性がありますので、名古屋工業会ホームページの「新着情報」
で、ご確認ください。（URL: https://www.nagoya-kogyokai.jp/）

記

と　　　き　　2021年5月29日（土） 
と　こ　ろ　　名古屋工業大学内予定
　　　　　　　〒466-8555 愛知県名古屋市昭和区御器所町　TEL 052（735）5000
定 期 総 会　　12：30～14：00　　名古屋工業大学　NITech Hall
　　　　　　　（定期総会は代議員のみの総会です。）

会 員 総 会　　14：00～14：30　　名古屋工業大学　NITech Hall
特 別 講 演　　14：30～15：45　　　　　〃　　　　NITech Hall

（会場については、感染状況により、学外（名古屋市公会堂など）に変更することがあり
ます。ホームページでご確認ください。）

〔定期総会〕
　　第１号議案　2020年度事業報告及び収支決算報告
　　第２号議案　2021年度事業計画及び収支予算案
　　第３号議案　代議員の選任
　　第４号議案　役員の選任
　　第５号議案　その他

〔会員総会〕
　（１）定期総会（代議員のみの総会）での決議事項報告
　（２）行事
　　　イ．叙位叙勲等表彰者に記念品贈呈（会員に限る）
　　　ロ．卒業満70年（S26年卒）、60年（S36年卒）、50年（S46年卒）、40年（S56年卒）
　　　　　の正会員への顕彰
　　　ハ．特別講演   　講師：ダイハツ工業株式会社 アドバイザー（元 代表取締役会長）
　　　　　　　　　　　　　　伊奈 功一 氏（K46）
　　　　　　　　　　　演題：「トヨタとダイハツで学んだこと」

※新型コロナ感染拡大防止のため懇親会は実施しません。

　　　　お申込み（支部長、代議員の方には、別途ご案内しますので、申し込み不要です。）
　　　　電子メールで①お名前、②ID番号③卒業学科と年度、④ご住所、⑤電話・FAX
　　　　⑥電子メールアドレス　なお、４月16日（金）日必着でお願いします。
　　　　申し込み先メールアドレス：soukai@nagoya-kogyokai.sakura.ne.jp

　　表紙写真説明

「桜咲く 母校名古屋工業大学2号館」
撮影者　名工大企画広報室
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「ごきそ」500号にあたって
（一社）名古屋工業会　理事長　加川 純一（K49）

　「ごきそ」500号の発行にあたって工業会の歴史を簡単に振り返ってみます。名古屋工業大学の前身で
ある名古屋高等工業学校は明治38年（1905年）に創設、昭和19年に名古屋工業専門学校に改称されまし
た。一方昭和18年に創設された愛知県立工業学校は昭和19年愛知県立専門学校に改称、その後この２校
が昭和24年（1949年）に名古屋工業大学として包括設置されました。
　名古屋高等工業学校の設立９年後の大正３年（1914年）に同窓会が設立されており、大正10年（1921年）
に「名古屋工業会」と改称し、６月に会報第１号が創刊されました。会報は、戦後の大学への昇格を経て、
昭和42年3月第302号まで刊行されましたが、昭和42年4月の名古屋工業会の社団法人設立を機に同年6月
から号数を改めて、会報１号が刊行されました。その後、昭和45年に「ごきそ」と改称し、今年３，４
月号で500号に至ります。同窓会誌としては長い歴史があります。
　最近は会員の皆さんには発行毎案内しておりますが、本文はホームページでの閲覧方式に変えさせて
いただいております。是非名古屋工業会ホームページにてご覧ください。
　　（http://www.nagoya-kogyokai.jp/）
　昨年は新型コロナの影響で記事になる数々のイベントが中止になり編集委員の皆様は苦心されてい
ます。ただ工業会としては大きなイベントとして、昭和51年以来長く拠点としていました工業会館を耐
震強度不足でやむなく解体することにしました。竜が池に映える工業会館は現在でも斬新なデザイン
で解体はしのびない限りです。現在の名古屋工業会事務所は工業会館設立以前に居ました校友会館（旧
三協会館／昭和7年落成）に一昨年に移転しました。学内に移転することにより母校との風通しを良く
し、また同窓の皆さんのご支援を受け母校を応援できるような体制固めを引き続き検討していきたいと
思います。
　今号は、新春対談2021として配信しました木下学長と私の対談と、名古屋工業会館の解体をめぐって
寄せられた原稿を特集させていただきました。
　全学同窓会組織として同窓の親睦の場として長く活躍できますよう、そして会誌「ごきそ」も続けて
いけますように、今まで同様ご協力・ご支援をよろしくお願いします。

汽罐室の側壁
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仁科　みなさん、明けましておめでとうござい
ます。名古屋支部支部長を仰せつかっておりま
す、経営工学50年卒の仁科と申します。
 例年ですと名古屋支部を中心に岐阜・尾張・
三重・三河・静岡、各支部のご協力を得て新年
互例会を開催いたしておりましたが、今回は、
新型コロナウイルスの影響で開催を断念せざる
を得ません。互例会ではいつも学長と工業会理
事長にご挨拶を頂戴しております。そこで今回
は木下学長と加川理事長に新春対談ということ
で大いに語っていただこうと思います。私が司
会を務めさせていただきます。では、これから
新春対談を始めたいと思います。

一同　明けましておめでとうございます。

同世代の学生時代

仁科　本日はよろしくお願いいたします。
　名古屋工業大学 木下隆利学長です。よろし
くお願いいたします。
　一般社団法人名古屋工業会 加川純一理事長
です。よろしくお願いいたします。
　木下学長は昭和50年、繊維高分子工学科を卒
業されております。単科会でいうと双友会です
ね。加川理事長は昭和49年、金属工学科を卒業
され、名晶会ですね。
　加川理事長が1年先輩で…

木下　同じですよね。だからもう、ほとんどか
たまってるというか、同世代ですよね。

仁科　昨年度のホームカミングデーで、昭和44
年卒の方が、半世紀遅れの卒業式ということで。
我々の入学ちょっと前に東大紛争で東大入試が
なくて（名工大でも）大学紛争もあったわけで、
同世代ということを考えますと…大学紛争から
ちょっと経ってからでしょうか。共通の話題に
なりますとオイルショックじゃないかと思うん
ですね。オイルショックは就職にものすごく影
響がありましたし、私も覚えているんですが、
灯油を買いに行っても売ってくれないとか、銭
湯がえらい高くなり男性からも洗髪料をとると
か、そういう時代だったわけです。オイルショッ
クにまつわる何か思い出などはありますか？い
い思い出ではないかもしれませんが（笑）。

木下　僕らが学部の時はさほどでもなく、４年
卒の連中はわりかし従来通り大手に就職してた
と思うんですけど、Ｍ２を卒業する時は大打撃
で、惨憺たる就職状況だったように思います。

加川　僕も同じで、僕は昭和49年に院へ行きま
したけど、だから51年が就職の年になるのです
が、ほとんどの会社が採用をしなくて、実は私
は1年留年しました。就職浪人です。

木下　そうでしたか。

名古屋工業会　名古屋支部

　本稿は、名古屋支部が制作し、2021年1月1
日から1月31日まで配信した「木下隆利学長
と加川純一理事長との新春対談2021」の録画
をテープ起こししたものである。司会は仁科
名古屋支部長が担当している。

新春対談　2021

木下隆利 学長
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加川　一応51年にほとんど修士論文はできあ
がっていましたが、それを提出せずに、とりあ
えず就職を前提に１年留年したんです。ただ、
振り返ってみると、その１年は人生の中ですご
く良かったというか、人生観を変えたと思って
います。ひとつは、１年留年して就職した時に、
仕事に飢えていたんです。１年ハンディキャッ
プがあるので、その分頑張ろうと、会社に入っ
た時にそう思って、しゃにむに仕事しました。
それから、その1年間が、少しだけですけど海
外を経験できたので、自分でここまで来れたら
どこへ行っても仕事できるんじゃないかな、と
そういう人生観ができたんですよ。自分のなか
でかなり気持ちが変わたって思いますね。

木下　分かります。ある意味どん底なんですよ。
どん底を感じたんですよね。

仁科　我々の年は、就職した人のほとんどが自
宅待機だったんですよね。

木下　就職したとしてもね。

新型コロナウイルス対応について

仁科　給料はもらえるんですけど、出社しなく
ていいという。それが我々共通の世代の話です
ね。一方今はというと、新型コロナウイルスで、
大学の対応も大変だと思います。遠隔授業を中
心にということにならざるを得ないと思います
が、その辺りはいかがでしょうか。

木下　昨年の5月14日に（遠隔授業を）スター
トすることができました。

仁科　学生の評判はいかがですか？

木下　オンデマンド授業が落ち着いた８月に、
学生全員にアンケートをとりましたら、８割以
上が満足しているというんです。繰り返し聴け
る、好きな時間帯に聞ける、それから質問がし
やすくなったということで、理解力とか判断力
といったものが非常に鍛えられた気がするとい
う、前向きな回答が多かったんです。ただ、反面、
孤独感を感じるとか寂しいという意見もあっ
て、満足が8割以上、孤独感が7割以上だったん
ですよ。満足してるけど寂しいという二つのマ

インドを共有している学生がほとんどでした。

仁科　新入生なんかは特にそうですよね。

木下　特にそうですね。だからリスクはありま
したけど、実験とか実習とかは少人数で対面で
やっていました。また保護者の皆様からもでき
れば対面を一部再開して欲しいという声も直接
届きまして、今は一部対面でやっています。で
すから、平均すると週二日は登校しているん
じゃないかと思います。

仁科　授業自体もそうですが、行事、例えばホー
ムカミングデーもそうですが今年度は中止せざ
るをえなくて、トップセミナーもそうですね。
それから工大祭はWeb開催でしたね。また学生
の中でも下宿やアルバイトなんかをしている学
生は特に大変だということで、工業会からも寄
付金でずいぶん支援させていただきました。工
業会からは本部と支部をあわせて416万円。そ
れからＯＢの方227人で456万円、

木下　400を超える個人と団体から2,000万円を
こえる寄付金がありまして、下宿生でバイトが
出来なくなったという学生に手を挙げて頂い
て、一人５万円の支援金をすでに配分させてい
ただきました。

仁科　工業会の方も、コロナ禍で、まず総会が
書面審議でしたね。

加川　総会は書面審議にさせていただきまし
た。支部長会議をいつも７月にやっていますが、
全国各地から集まり、皆が集まって感染のもと
になると困るので中止しました。ただ工業会の

加川純一 理事長
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中でも常に色々と議論はしていてそれを支部の
方も共有していただきたいということで、例年
ホームカミングデーの時に開催している支部連
絡会を、昨年の11月にオンラインで支部長さん
と会議をやりました。全国22支部の内、３支部
は参加できませんでしたが、それ以外は皆さん
参加いただいて、顔を見ながら実施できました。
なかにはリモートで会議をやるのははじめての
方もおみえでした。例えば北海道の支部長から
は「道内は非常に広くて一堂に集まるのはなか
なか難しいので、正常になってもこういうやり
方はありかも」と言って頂けたりして、良い経
験になったと思っています。

女子学生の増加について

仁科　それから、我々の世代からすると、今の
名工大の一番変わったところというのは、やは
り女子大生の増加だと思います。今年は17％だ
とか。

木下　19％ですかね…20％に迫ってきました。

仁科　就職を考えると、リケジョ…、そういえ
ばこのまえ建築の光鯱会のOBの方にリケジョ
という言葉を使ったら、「建築ではリケジョと
は呼ばない。建築小町と呼ぶんだ」と言われま
した。

木下　なるほど（笑）

仁科　女子大生は、就職というのはすごく良い
のではないかと思いますが。

木下　名工大は全体でも就職率98%とかですご
く良いんですけど、さらに女子学生は５年連続

で100%なんですよ。

仁科　（女性の卒業生の）同窓会として、鶴桜
会が2016年にできたとお聞きしていますが、工
業会としてもずいぶん支援していると思いま
す。その辺りはいかがですか。

加川　2016年に藤岡先生と武藤先生で立ち上げ
られたと記憶しています。いつもはホームカ
ミングデーの時に総会をおやりになっていま
す。これから会員を増やしていくことを考える
と、ひとづてなのか、あるいは組織、職域で拡
げるのか。今後、鶴桜会を工業会の会友とする
ことを我々も考えていますが、工業会としても
何とか女子の卒業生を紹介してあげることがで
きればと思っています。今は20％とのことです
が、我々のころは1学年に1人か2人でしたから
ね（笑）。私は数年前から卒業式に出席させて
もらっていますが、名工大の卒業式に袴姿の女
性が増え華やかになったなぁという印象を受け
てますね。

仁科　先ほど理事長が会友という制度をおっ
しゃいましたが、いわゆる単科会というのがあ
る中で、鶴桜会は単科会をまたいだ組織になっ
ていますが。これについては後でまた話をお聞
きしようと思っていますが、工業会自体の組織
の在り方をどう考えていくか、という点はある
と思うんです。

名工大の教育改革について

　次に、名工大の教育改革について伺います。
新設の創造工学教育課程が、いま学年進行でマ
スターの１年ですかね。

木下　そうですね、１期生が来年の３月修了で
すね。

仁科　これが一番の教育改革の柱だと思ってい
ますが、この設立の経緯や目的をお聞かせいた
だけますか。

木下　そうですね。まず、産業界がどういう人
材を求めているのかということを聞いてみる
と、おっしゃることが共通していまして、びっ
くりしました。価値を生み出す、ゼロからイチ（司会） 仁科 健 名古屋支部支部長
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を生み出す人材。例えば、これまでは現存の製
品を小型化するとか軽量化するとか、いわゆる
改良でつくったものが世界中で売れたわけです
が、今は、これまでなかったものを生み出して
くれということがいわれます。我々年寄りは改
良型の人間だから、ゼロからイチを生み出すの
は若いお前らがやれと（笑）。イノベーション
はブラックボックスとの格闘だと思うんです
が。そこで、８割は挫折するわけですよ。やめ
たり、部署変えたり。去っていく。新しい価値
を生み出せる人、挫折に耐えうる人、それから
異なる部署をつなげる人、自分の素質に自ら気
付ける人。これが、色んな企業から共通して出
てきた要望だったんですよ。

仁科　産業界の立場で、新入社員に対してどん
なことを求めるんでしょうか。

加川　いま学長がおっしゃったように、一つは
専門性・知識が高い人を欲するというのはある
と思います。ただ、今世の中が変わろうとして
いて、それぞれの企業の中で、経営者はおそら
く手詰まり感があると思いますよ。世の中は急
激に変っていくのに何も出てこない。よく若い
人にも言うんですが、とにかく何事にも興味を
持ちなさいと。興味を持ったことを自分で学ぶ、
新しい知識を得る、そうしないと自分が陳腐化
しちゃうので、それが大事だと言ってきまし
た。そのベースになるのが、色んな知識を持っ
ていることだと思います。そして自分で学ぶ方
法を知っている人が、産業界としては欲しい人
材だと思います。この地域で言うと、今、EV
が出てくると内燃機関の部品を生業にしている
会社はたくさんありますが、そういう企業がど
のように変わっていくのか。全く新しいことを
するのか、あるいは車ということのなかで何か
をやっていくのか、これって、会社組織の中で
上から下まで、会社の存続にかかわる重要な懸
案事項だと思います。そういうプレッシャーに
屈せず、やれる人が欲しいと思います

木下　創造工学は1年生の時に、6年後にこう
いうことを達成するという目的を立てさせま
す。こういうロボット作りたいとか、こういう

センサを作りたいとか。それを達成するために
電気も情報も化学もあるいはデザインも知らな
くちゃいけない。ということで研究室ローテー
ションといって、関連するいろんな分野の研究
室に入って学んで、知識を得て、目的達成に向
けて組み立てていくんです。進めば進むほど、
目的に近づけば近づくほど、達成のためにあれ
も必要だなとか、これも必要だなとか、新たな
悩みがどんどん出てきて困っています、と外部
評価委員会で学生が言うんです。それを外部評
価委員がすごく高く評価するんです。「うちの
会社の若手が悩んでることと同じことを、大学
の中で体験している」と。本当に素晴らしい教
育課程だと。そういった高い評価を頂いていま
す。

海外インターンシップについて

仁科　色んな体験ということですと、グローバ
ルインターンシップ。これは創造工学に限らず
今さかんに学生が海外に行っていると思います
が。工業会としても色々と支援していると思い
ますが、その辺りを理事長からご説明いただけ
ますか。

加川　（先ほども言いましたように）私は院生
のときたまたまわずかですが海外を体験するこ
とができました。その当時インターンシップは
ありませんでした。イギリスに行ったんですけ
ど、イギリスの人たちってこういう考えするん
だなとか、色んな日本との違いに触れることが
でき、いい経験をしました。それから会社に入っ
てから、30代後半から世界中のほとんどの自動
車メーカーを訪問しました。そうすると、その
国の人の考え方、例えば僕はエンジンの部品の
開発をやってたんですが、エンジンの開発目標
が国によって違うんですよ。日本のターゲット、
アメリカ、ヨーロッパのターゲットが。端的に
言うと、ヨーロッパはアウトバーンで200キロ
以上出せるエンジンをつくるわけですが、日本
ではとにかく燃費のいいものをつくりたい、ア
メリカだとトルクがあって大きいものを引っ張
れればよいと。それはおそらくその国の文化が
違うからで、そういうことに人生の早い段階で
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いろいろな国の文化に触れるのはきっと会社に
入ってからも役に立つと思います。工業会とし
ては予算に限りはありますが、できるだけその
支援をさせていただきたいと思っています。

木下　3ヶ月はむこうでやりますので、2～ 3
週間だと旅行になっちゃいますが、3ヶ月だと
生活になるんです。そうすると生活の中での色
んな挫折。スーパー行ってレジのおばちゃんが
言葉も通じない、それが怖くてかなわんなぁ、
とか（笑）。そういう何気ないけど大変な経験
が大切ですね。困ったとき俺ってこういう気持
ちになる人間なんだ、ということを知るのがと
ても大事なんですよ。

仁科　コロナが収まれば、ぜひともまた実現し
て欲しいですし、工業会としても支援していき
たいと思います。

産業界との連携について

　続きまして、名工大の一つのウリだと思いま
すが、産業界との共同研究についてお聞きした
いと思います。

木下　これまでは一人の先生が企業と共同研究
をするのが基本でしたが、今は、組織対組織の
共同研究、チーム制になりましたね。色んな分
野の先生たちがチームを組んで、企業の課題に
取り組んだり、新しいものをプロデュースした
りすることで、少しずつ大型化していっていま
す。

仁科　加川理事長の日特さんも、名工大と大が
かりな連携していましたね。

木下　ありがとうございます。

加川　名工大との産学共同プロジェクト推進は
森村グループの日本ガイシですが、私もたまた
ま会社にいた最後の2年間研究所の担当役員を
やっていたので、大学との協業の経験もありま
す。その時に皆に言っていたのが、大学との研
究、ＮＥＤＯとの研究など色々あるが、それは
それとして、大学へどういうお願いをするのか。
一つの例は、会社で電池の開発を始めたんです
が、全くの素人で、測定の仕方が分からず。そ

れを大学に、測定方法を教授していただいた。
一方では、大型化の話がありましたが、それに
参画することも大事ですが、どこもやっていな
いような研究、そういうものがいつ化けるか分
からない。そういう研究の方が当たった時の付
加価値や見返りが大きい。だから例えば全体で
10テーマぐらい支援するなら、2テーマぐらい
はそういうものを入れて支援先を考えたらどう
かとよく言ってました。だから、大きいプロジェ
クトに参画したこともあるし、色々な分野の人
と組んでやるやり方もあるし、あるいは個々の
研究室へ聞きに行くとか。色々なやり方がある
中で、何か新しいものつくりたいよね、という
気持ちを持って仕事をやってください、と言っ
ていました。

木下　産官学の後に金がつくんですよね。ここ
がすごく大きくて。色んな銀行さん、地銀も含
めて、多くの顧客企業ありますよね。そこを紹
介して頂いたり。それで数が増えて、今は教員
ひとりあたり１件以上の共同研究ということに
なってきて、数も金額も上がってきています。

仁科　清水初代学長が、活きた教育、活きた研
究を、と仰っていましたが、まさに名工大のＤ
ＮＡだと思います。

木下　脈々と受け継がせていただいています。
あとは、もうひとつ、改革で大きく変わったの
は、教育で大学目線から企業の要望という話も
しましたが、研究面でも共同研究と言いながら
研究者目線が多いんですよ。そこのところも、
もっと、いうならば社会目線ですよね。消費者
がどんなものを求めているのかを意識した基礎
研究が世の中に出たときに、こういう形で役に
立った、とか。研究者目線、技術者目線でやる
と何が起きるかというと技術の高度化にオリエ
ントするんです。機能を極限までもっていくと
かね。それが果たして日常的に使う上で、そん
な高機能・高性能が要りますか？っていうとこ
ろまできてるんですよ。

仁科　私の専門は品質管理なんですけれども、
高品質という言葉もあるんですが、もちろんそ
れはそれで追求すべきですが、今はやはり市場
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では安心・安全ということが求められていて、
いかに寿命が長いものがあっても最後壊れると
きに火を噴いたら絶対にダメですから。市場の
価値観は変わってきていて、工学というのは社
会を見ながら進めていかなきゃいけないなと思
いますね。

名古屋工業会のこれからについて

　続きまして、加川理事長に名古屋工業会のこ
れからについてお聞きしたいと思います。

加川　ちょうど一昨年の11月でしょうか、事務
局を（学内の）校友会館の方に移転させて頂い
て。今は工業会館を解体しています。耐震の関
係で進めたのですが、学内に移ったことで、同
じフロアの卒業生連携室あるいは大学と、でき
るだけコラボレーションしたい、とにかく全学
同窓会というのを念頭に置いて活動したいと思
います。工業会としては卒業生の２割が会員で
すが、残りの８割は非会員です。ただ卒業生に
は変わりありませんし、全国の支部へ行くと非
会員の方も総会というか地域での集まりには参
加されています。ということは、８割の非会員
の方も何かしら母校のことを感じて暮らしてい
ると思うのです。非会員の方にも積極的に工業
会の活動に参加していただけるようになれば、
みなさんにとって人生の楽しみが拡がるのでは
ないかと思っています（もちろん会員になって
いただきたいのですが）。単科会や、部活のＯ
Ｂ会が卒業生の組織としては結束が強い、それ
と職域のみなさん。現役の職域のときはみなさ
ん会社のメールなどで連絡はつくのですが、退
職されるとなかなか連絡がつかない。これをど
うするか、今考えています。これからの工業会
の活動の中で、今までは各支部での行事をやる
と会員の方には我々から補助金を出します。非
会員の方は出していませんでしたが、今回わず
かですが思い切って出そうと。できるだけ参加
しやすい環境をつくって、工業会であり同窓会、
ＯＢ会として、輪を広げていって、最終的には
母校が頑張っていただくために応援しようよ、
という形をとっていきたいと思っています。

仁科　会友という制度をこれから利用して、先

ほどの鶴桜会もそうですが、ちょっとした大き
な部活のＯＢ会のようなものも、どんどん工業
会の方で一緒になってやっていく、という方向
でしょうか。

木下　それはいいですね。共同研究がこれだけ
活性化されてきたとか、就職率が100％近いと
か、っていう話をさせて頂きましたが、結局、
ＯＢの方の直接支援、側面支援、間接支援なん
ですよ。ＯＢの皆さんがもっともっと一体化し
て頂けると、大学としても非常に心強いです。
なので、この新春からそういったスタートを
切っていただけると本当にありがたいです。

最後に一言

仁科　ありがとうございました。最後に、色紙
を準備しましたので、今年の抱負を書いていた
だいて、一言ご説明いただけたらと思います。

木下　私は「ゆとり」と書かせていただきまし
た。工学というのはサイエンスと社会をつなぐ
というインターフェースの大きなミッションが
あります。サイエンスを深く理解し、なるほど
ねっていう研究者としての理解を深めることも
さることながら、社会の皆さんが何を求めてい
るのかということもキャッチアップして基礎研
究していかなければならないというお話をして
きました。そうして、新しい価値や新しい幸を
提供していくべきだと思うんです。その幸福感
に直結するのが、僕はゆとりだと思うんです。
給料日前になんかウキウキするなっていうのは
経済的ゆとり。連休前になんか楽しいのは時間
的ゆとりなんですね。ゆとり教育という言葉が
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あって、ゆとりが毛嫌いされているのが非常に
まずいんです。あれは教育を直接ゆとりにかぶ
せたからそうなったんですが。やはり、教育を
して育てた結果、その人が社会にゆとりをプロ
デュースできるような人材になっていく、とい
うのが本来のゆとり教育だと思っているんです
よ。これから先、リベラルアーツ系を強化しよ
うとしていて、芸術や文化、こういったものに
学生や先生も親しんで、そんな中で、カルチャー
やアートをバックグラウンドに研究を進めてい
ければ、ゆとりをプロデュースできるようにな
るんではないか。そんな願いを込めて、ゆとり
とさせていただきました。

加川　私はさっきから話している通りですが
（笑）。（同窓の輪を拡げ、母校を盛り上げよう!）
　やはり卒業すると大学に無関心というのは、
私もそうでした。OBには多少生活にゆとりが

ある人が結構おみえになると思います。そうい
う人に、自分の母校に振り向いてもらう機会を、
我々としてはつくりたい。そのためには今の会
員以外にも、ＯＢをできるだけ多く集めて、土
台をつくって、母校を応援しようと声掛けをし
ていく。それが同窓会としてできる一番のこと
じゃないかなと思います。もちろん現役の人た
ちは、自分の大学の、あの先生と話をしたら、
一緒に研究をして何か新しい知見をもらえると
いうことは常に考えてると思います。ですから、
ＯＢの方が、しがらみ一切なしにとにかく応援
しようと。何％かはそういう方がお見えになる
んじゃないかと思って、できるだけ今の同窓会
の輪を拡げていきたいなと思っています

仁科　そうですね、それで母校を支援していき
たいですね。どうもありがとうございました。
　今日、（お正月ということで）きれいな花を
準備したんですが、こんなことを聞いたことが
あります。1日楽しむ人は花を生けなさい、1年
先を楽しみたい人は花を植えなさい、10年先を
楽しみたい人は木を植えなさいと、100年先を
楽しみたい人は人を育てなさいと。

木下　なるほど。

仁科　やはり大学の人材育成というのは一番の
使命ですし、それを我々同窓会・工業会として
は支援していきたいと思っています。
　今日はどうもありがとうございました。

対談風景（名工大2号館11階ラウンジにて）



－ 9－

同窓会のシンボル名古屋工業会館44年間の歴史
（一社）名古屋工業会　常務理事　内藤 克己（A43）

〇自己紹介
　現在常務理事をさせて頂いているA43内藤克己です。建築学科卒の常務理事はT15染木正夫氏以来約
半世紀ぶりの担当です。此のことは、名古屋工業会館の建設を染木先輩が担当し、その解体を内藤が担
当させていただくのも運命的・奇遇さを感じます。
　私は、学部卒業後、清水建設で42年間、設計から現業そして都市開発を担当してきましたので、今回
の工業会館耐震化、および活用プロジェクトは工業会の将来に資するテーマであり、私の経験と会員
の意向、建築学科の先生方のご意見も踏まえ、又、建築学科の先生方の知恵もお借りし、工業会にとっ
て最善はどうあるべきかを考え検討してきました。
　ごきそ500号の特集「名古屋工業会館」に当たって工業会館の耐震化及び資産活用の視点から担当者
として検討してきた経緯を記録として報告させていただきます。

〇工業会館の歴史
・S44年・45年に集会場設置案の会員意向アンケートが行われ、S46年には名工大創立70周年・工業会
設立60周年記念事業として、名古屋工業会館建設が位置づけられ、具体的検討が始まりました。
　建設に向け会館建設委員会が設置され、土地の確保、会館の計画及び資金の調達（会員の寄付）の
検討が始まり、建設計画を名古屋地区の５大学建築学科の会員グループに構想案を依頼し、５計画
案が出され、比較検討され最終案が決定されました。（図１）
　そして、建設資金調達を全会員や関係企業の寄付をお願いし（結果約1億34百万円）、土地の取得と
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建設費にあて、設計を会館建設委員会（代表中島一S22他3名）に、施工を鴻池組に依頼し、S50年着
工、S51年に竣工しました。

・施設は工業会のシンボルにふさわしい現代的デザインの外装れんがタイル張り、RC造４階建て塔屋
１階で延べ面積665.09㎡で、１階は駐車場、２階が本部事務局とサロン（当初は喫茶室で改修後本部
会議室）３階は小会議室、４階が大会議室で同
窓会本部及び名古屋支部はじめ各支部や単科会
の会合等で利用してきました。又、工業会の安
定的事業収益を図るため、近隣への月極め駐車
場及びテナント入居者を募集し４テナント利用
を推進し、その後、経年劣化による仕上げや、
設備のリニュアルと会館の活性化検討会を実施
しています。

　そして、大学改革・学科再編成等により、同窓
会の編成や単科会活動の仕方等検討されてきま
した。

〇今回の建て替え検討から解体への経緯
・H7年の阪神大震災後、耐震改修促進法（S56年以前の建物の耐震化）が制定され、それに基づき、大
学本体の耐震診断や耐震改修が推進され大学の全建物が（H14年～H26年）10年余りの時間をかけ建
て替えや耐震改修工事が実施されてきました。

・我が工業会館も旧耐震の建物であり、H20年に建設した鴻池組に耐震診断を依頼し実施、その結果、
H21年に耐震指標のIS値が１階から４階のX方向が0.32～0.6、Y方向が0.28～0.66で、ともに1階が0.28
～0.32で耐震補強が必要との判定でした。

・H23年3月に東日本大震災が発生約２万人の方が死不明となり、その後として南海トラフ巨大地震の
発生確率が高くなっており対策が必要との認識が高まってきました。

・耐震強度不足の工業会館をどうするか、いろんな検討がされたが、その中のダイナミックな検討は
工業会館を大学に寄付し、当時の講堂と三共会館を含めた大規模な工業会も含めた新大学会館を大
学敷地の西側敷地内に建設する構想の協議もあったようですが、大学との合意形成が出来ず実現し
ませんでした。

・H27年頃からは、同窓会の資産を含めた、長期財政の見通しや、組織の在り方等、他大学の同窓会運
営についても情報収集し見直しを始めました。又、工業会館の耐震化の方針検討の為、開発方法によ
る費用の押さえを行い（解体1.5～２千万円、建替え1.8億円、耐震補強7千万）検討のベースとしました。

・H28年には耐震改修促進法改定、耐震診断義務化され、耐震改修の社会的認識が高まってきたことも
背景として、工業会館の耐震改修方法の具体的検討に取り組みました。

・具体的に検討を進めるために、長期財政検討委員会と建物委員会を設置し、検討スケジュールを作
成し、組織的オーソライズを念頭に計画的に検討を進めました。

・長期財政の見直しから、大学支援、会員サービス、本部運営管理のバランスと基本資産の在り方を
踏まえ、本部管理費の圧縮、工業会館耐震化の方法検討に取り組みました。

・H29年度耐震化方法の検討と同時に、工業会本部としての施設の在り方を大学建築学科のアイディア
提案コンペ６案（本部＋貸会議室、ホテル、レストラン、カフェ、スポーツジム、ドミトリー、庭
園他）＋資料１．（工業会館建替えコンセプトシート）を含め検討しました。

・耐震化と立替等開発パターン案を含め、実現度（デベロッパーの有無と費用）の検討を実施しまし
た。…（資料２）

・耐震補強の難しさ検証（高コスト）と民間デベロッパーの提案（賃貸住宅開発）を検討しました。

図１．竜ヶ池側より見たる名古屋工業会館
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資料１．工業会館建替えコンセプトシート

資料２．耐震補強検討案パターン表
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資料４．建替え方法検討表

・H30年、耐震補強費と住宅開発案の継続検討を総会に掛け、耐震化・建替え検討委員会で開発方法を
検討（６回開催）することとなりました。…（資料３）（資料４）

　又、長期財政検討からは、今後収入の増加は見込めない事から、新規に投資をし、高額耐震補強工
事や建替え工事を実施することが難しく、外部資金の導入が必要なことが指摘されました。
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᪋ᕤ 䠆ᕤ஦㈝ᴫ⟬ 䠆㛗ᮇ஦ᴗィ⏬⟇ᐃ 䠆ᕤ஦㈝⟬ᐃ 䠆᪋ᕤᴗ⪅ධᮐỴᐃ

䠘㈨㔠ㄪ㐩䠚 䠆ᚲせ㈨㔠䛾ᢕᥱ 䠆㈨㔠ㄪ㐩᳨ウ 䠆⮬ᕫ㈨㔠䚸೉䜚䜜䚸ᐤ௜⊺

஦ᴗ⤌❧ 䠆஦ᴗᡭἲ᳨ウ 䠆ㄪ㐩ᘧ䛾᳨ウ 䠆೉ධ䚸఍ဨᐤ௜ເ㞟࿘▱

ᴫ⟬ᢲ䛥䛘 䠆䝕䝧䝻䝑䝟䞊┦ㄯ䞉᳨ウ 䠆䝕䝧䝻䝑䝟䞊㑅ᐃ

䠆⮬୺㛤Ⓨ᳨ウ 䠆༠ຊ௻ᴗ᝟ሗ཰㞟

䠘㞄ᆅ㐃ᦠ㛤Ⓨ䠚 䠆㞄ᆅ᝟ሗ཰㞟ᢕᥱ䛸஺΅ 䠆㞄ᆅ䠇㟷㐨㈙཰ 䠆㞄ᆅ኎㈙ዎ⣙䞉௬౑⏝᳨ウ 䠆ィ⏬䛻䜘䜛ά⏝ᐇ᪋

䠄㞄ᆅά⏝᪉ἲ᳨ウ䠅 䠄ィ⏬䜈䛾⤌䜏㎸䜏᳨ウ䠅 䠆ᕤ஦୰ά⏝䛛᭦ᆅ໬᳨ウ

䠘༠ຊ௻ᴗ᳨ウ䠚 䚷䚷䠆䝕䝧䝻䝑䝟䞊ᡴデ 䠆䝕䝧䝻䝑䝟䞊䛻䜘䜛᳨ウ 䠆㛤Ⓨ༠ຊ௻ᴗ㑅ᐃ

䚷䚷䠄䝎䜲䝽㻴䚸䝉䜻䝇䜲㻴䚸䠅 䠄኱ᮾᘓク䚸䝇䝍䞊䝒䚸䝉䜻䝇䜲㻴䠅䚷䚷䠄䝔䝘䞁䝖䝸䝃䞊䝏䠅

䠘఍ဨ࿘▱஢ᢎ䠚 ⥲఍䛷ྲྀ䜚⤌䜏ㄝ᫂ 㔜Ⅼᐇ᪋஦㡯⤌㎸䞉⤒⦋ㄝ᫂ 䠄ィ⏬ㄝ᫂䞉㈨㔠ㄪ㐩せㄳ䠅 䠄ᐤ௜ເ㞟䛸᝟ሗᥦ౪䠅

䚷䚷䚷䠆ᐇ᪋஦㡯⤌䜏㎸䜏 䠆఍ဨពྥ☜ㄆ䞉ពぢ⫈཰ ィ⏬䜈䛾䝣䜱䞊䝗䝞䝑䜽

䠘኱Ꮫ➼㛵ಀㅖᐁᗇㄪᩚ䠚

䠆௬஦ົᡤྍ⬟ᛶᡴデ 䠆ලయⓗ᮲௳᳨ウ 䠆㛤Ⓨ᪉㔪䛻䜘䜛⛣㌿ィ⏬ 䠆ලయⓗ௬䞉ᮏ⛣㌿

䚷䚷䚷୍᫬೉⏝䛛ᜏஂ⛣㌿᳨ウ
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　そして、全国の支部の意向確認の為、全国支部長会議の議題にあげ、会員の意向確認を実施しまし
た。…（資料５）
　主な意見は１）同窓会事業として今後の収益増が見込めない状況で、多額の費用をかけ長期回収事
業することや耐震補強工事はすべきでない　２）本部を学内に移転し大学との連携強化を図るべし
…との意見がほとんどでした。
　その結果、建物委員会で、暫定活用案（解体及び跡地活用で有料駐車場案）決定しました。それに
伴い大学との連携委員会を立ち上げ、本部の学内移転の具体的協議を行い、全学同窓会との位置づ
けで、現校友会館２階への入居が決定し、工業会館の工事準備が整いました。…（資料６）

資料６．工業会館の位置づけ表
190402

ஏҮʀۂةʀ୉ָ౵ ճؙʥۂ޽༓ճؙʤߏ

ʽ໌ݻԲۂ޽ճʾ ɻɻɻʽ໌ݻԲۂ޽୉ָʾ
�ౌ࿧ճҽʀʀસଖۂਫ਼�ຬਕʾɻ ʽָਫ਼ճҽʾ

       �ਜ਼ճҽ̏̒�̎̎̎ਕʥɻસࢩ̐̐ࠅ෨ ʤशਐָਫ਼ճҽ̑�̔̎̎ਕʥ

୉ָસָಋ૯ճۂ޽Բݻ໌ ʽଖۂਫ਼࿊࣪ܠʾ ʽୱՌճʾ
<ճຌ෨ۂ޽Բݻ໌>    ̏̎ୱՌճ ɻɻ

ɻʽࣆແۃௗʾ

ɻɻ

ɻ

‡ ྋ̑ࣁ౾ݗճؙଳਔԿ๏ਓۂ޽Բݻ໌ R1.7.6
ʤ໪దʀ໪ඬʥ ɻɻ඲ɻɻՃɻɻߴɻɻ໪
ɻɻଳਔԿ๏ਓ གྷ֕ࣆ޽ ֋൅๏ਓଧ౲੓ ੕ෝ୴ʥࡔ໚ʤۂࣆ ɻࢊࣁฯસ ඲Ճ߻૱
ɻ ʤճҽΨʖλϧ΢θʥʤ҈ఈܨӨر༫ʥ ʤۂ޽ճ͹ࢊࣁۂࣆʥ ੓ݳࣰ

ɻʀॆحඍ඾Պ۫ݽఈ
1 ɻݳয়͹ΉΉ࢘༽ ɻʀ֒ࡄฯݡݧ௜͢ܘ༁ ɻɻɻʕ ɻɻɻʕ ɻɻɻ˜ ˜

ʤඅ֒ఁࢬࣰࡨݰʥ ɻʀઅඍߍ৿ࣰࢬ ʀགྷ৮ҽ҈સ֮ฯ ୉͘͵ࡔ੕ෝ୴ໃ͢ ːௗغฯ༙ͺೋ͢͏
ɻʀ̏֌͹஬ึک ɻːઅඍߍ৿චགྷ ːݒ଺͓͹͗غ࣎՟ୌ

2 ɻعଚଳਔึک ɻʀઅඍߍ৿ ɻɻɻɻʹ ɻɻɻɻʹ ɻɻɻɻ˜ ×
೵83ؽ͢࢔Νܗݬ ɻʀ(/9৿અ ٗढ़దࡃܨదͶೋ ʀগཔదͶ΍फӻ͵͢ːݒ଺͓͹͗غ࣎՟ୌ

ʤϨηέյඈড়݇ʥ ฯৄ͍Ηͻۂࣆ
3 ɻմର͢ݒͱ଺͓Ζ ɻʀࣙހ֋൅ ɻɻɻʕ ɻɻɻ˜ ɻɻɻʕ ʕ

ʤࢊࣁͳ͢ͱͤ࢔ʥ ɻʀۂࣆେंߨʀंۂࣆྙڢ গཔద҈ఈफ೘֮ฯ ʀ౲໚̓Աԃ͹ईۜ ːௗ҈غఈ֮ࢊࣁฯ ˜
ʀճҽر༫Ն೵ࢬઅ ʀௗࡔغ੕҈ఈر༫ ௗغฯৄೋ

ɻմର͢ݒͱ଺͓Ζ ɻʀυϗϫρϏʖҗ୙֋൅ ɻɻɻɻ˜ ɻɻɻʕ ɻɻɻɻ˜ ˜
ʤࢊࣁ༼ۂࣆͳͤΖʥ ɻʀ౵Ճިۂࣆ׷ ʀ͍ۂةྙڢΖ͗ ʀϨηέ͵͜ΗͻՆɻːࣰ࣯ࢊࣁҲ෨ॴ෾ ʕ

ɻ౵Ճިۂة׷ཨ ʀۜࣁ௒ୣ͵͢ɻ
ɻ ॴ෾ࢊࣁ ɻʀմର͢୉ָ΃ر෉ ɻɻɻɻ˜ ɻɻɻɻʕ ɻɻɻɻʹ ˜

4 ୉ָ࿊ܠ ɻʀ಼ָࢬઅ΃ई࣪೘ڋ ɻɻɻɻ˜ ɻɻɻɻ˜ ɻɻɻɻ˜ ˜
ɻʀ૮ࢊࣁޕ࿊׈ܠ༽

ܠ࿊ࢊࣁ ɻʀफӻՆ೵௠ୁࢬ༼ۂࣆઅ ɻɻɻ˜ ɻɻɻʕ ɻɻɻʕ ʕ
ɻːफӻࢊࣁ༼ۂࣆ΃ݒ଺͓ ʀ୉ָͳ͹࣏٠ڢ୊ গཔద҈ఈफ೘֮ฯ ʀௗ֮ࢊࣁغฯՆ೵

5 ༼׈ஏͶ͢ͱߍ ɻʀմର͢फӻۂࣆ ɻɻɻʕ ɻɻɻʕ ɻɻɻʕ ˗
ʤࢊࣁ༼ۂࣆͳͤΖʥ ୁளऄ৖ଠ ʀϨηέ͗͵͏ ঘ౦ࣁͲௗغफ೘֮ฯɻౖஏࢊࣁͺ֮ฯՆ ༼׈ఈ࢓

6 ɻʀҲۜ࣎खಚ ɻʽജ٭ʾ ɻɻɻɻ˜ ɻɻɻɻʕ ɻɻɻʹ ˜
ɻʤ୊̑ं΃ജ٭ʥ ɻʀݳয়͹ΉΉॴ෾ ɻे୒υ΄

資料５．支部長会議総括表
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・H31・R1年総会で解体、暫定活用（有料駐車場）方針決定し、建物委員会で、具体的な解体工事及び
暫定利用方法の検討を行いました。

　又、貸駐車場・テナント転出協議も具体化し、契約解除及び、転出実施と同時に本部移転の準備に
入り、什器備品等の整理や引っ越しの準備をし、年末に校友会館へ本部移転実施しました。

・R2年解体工事推進の為、大学施設企画課から工事担当者の派遣を依頼発注及び監理体制を整備し、
解体工事の発注準備に入りました。

・工業会館解体に当たり、アスベストやPCB等特別管理物質の有無の調査を行い発注の準備を行いま
した。そして工事発注の手続きに入り、解体工事発注書の作成と、業者候補企業へ工法提示と見積
を依頼、入札の結果、業者（鴻池組）選定し、解体工事の体制が整いました。解体工事に先立ち、
住民説明や・安全祈願祭を実施、そして環境法関係の諸手続きを行い解体工事に着手しました。

　解体工事実施…（資料７）
・解体工事推進に当たり、毎週金曜日に工業会（内藤常務理事・三田事務局長）と大学施設企画課出
向者（東川主幹）と鴻池組（和田所長）とで工程会議を開き、進捗状況確認、課題検討、対応と予
定確認をしながら塔屋解体に始まり４階から１階まで重機３台（小、中、大型）にて慎重に解体
し、そして基礎までの解体を近隣へ対応しながら予定通り無災害で実施しました。また平行して、
解体後の駐車場経営委託先の選定を３社に依頼、選定（名工大OBと関係のあるスターツ）し契約し
有効活用の体制を整備しました。

・R3年2月解体完了し、資産活用（将来開発の暫定活用）として3月から有料駐車場事業をスタートしまし
た。

　　以上報告とします。

資料７．解体工事のマスター工程表
ॎ ᕤᴗ఍㤋⪏㟈ᨵಟ䞉᪂つ஦ᴗᵓ⠏᳨ウᇶᮏ䝣䝻䞊 㻾䠎ᖺ䠍᭶䠎䠔᪥

䚷ᐇ᪋ྍ⬟䛺᪉㔪᳨ウ 䚷㛤Ⓨ䝁䞁䝉䝥䝖☜ᐃ 䚷ලయⓗ䛺㛤Ⓨィ⏬᳨ウ ⪏㟈ᨵಟ䞉ᘓ᭰ィ⏬䛾ᐇ᪋

䚷㛤Ⓨᇶᮏ᪉㔪᳨ウẁ㝵 㛤Ⓨ᪉ἲ᳨ウ䞉௻⏬ẁ㝵 䚷䠄㛤Ⓨ‽ഛẁ㝵䞉ᐇ᪋ィ⏬ẁ㝵䠅஦ᴗᐇ᪋ẁ㝵

䠄䠤㻞㻥ᖺᗘ䠅 䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䠄䠤䠏䠌ᖺᗘ䠅 䠄㻴䠏䠍ᖺᗘ䠅䚷䠄㻾ඖᖺᗘ䠅 䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䠄㻾䠎ᖺᗘ䡚䠏ᖺᗘ䠅

㛤Ⓨ᪉㔪᳨ウ 䠄♫ᅋἲேᇶᮏ㈈⏘⛣㌿᏶஢䠅 䚷䚷䚷䚷䚷䚷䠄㛗ᮇ㈈ᨻయไ⛣⾜䠅

ᇶᮏᕤ⛬ 㛤Ⓨ᪉㔪Ỵᐃ䠄ྍ⬟ᛶ䞉యไᩚഛ䠅

䠄䞉⪏㟈ᨵಟ䠅 䚷䚷䚷‽ഛẁ㝵䞉஦ᴗ⪅㑅ᐃ

䠄䞉ᘓ䛶᭰䛘䠅 䚷 䚷䚷ゎయ䞉ᕤ஦䞉஦ᴗ㛤ጞ

䠆㒔ᗘ⌮஦఍᪉㔪᳨ウ䛧᥎㐍䛧䛶䛔䛟䠆⥲఍䠇ᨭ㒊㛗఍㆟ሗ࿌ᢎㄆ

䠘㛤Ⓨィ⏬䠚 䠆᳨ウጤဨ఍タ⨨᳨ウ 䠆⥅⥆᳨ウጤဨ఍

ィ⏬ ᵓ᝿ẁ㝵 䠆㛤Ⓨ䜲䝯䞊䝆ᅛ䜑 ௻⏬ẁ㝵 䠄つᶍ䚸⏝㏵ワ䜑䠅 ᇶᮏ䞉ᐇ᪋ ᬻᐃ஦ᴗ‽ഛ䞉ᐇ᪋

䞉䜰䜲䝕䜱䜰ເ㞟 䠆஦ᴗ༠ຊ⪅ㄪᰝ 䠆ྛ✀ᡭ⥆䛝䚷䚷䚷䚷䚷䠄♫ᅋἲே䛸䛧䛶┴䜈䛾ᒆฟ௚䠅

᪋ᕤ 䠆ᕤ஦㈝ᴫ⟬ 䠆㛗ᮇ஦ᴗィ⏬⟇ᐃ 䠆ᕤ஦㈝⟬ᐃ䠆ゎయᕤ஦䠆᪋ᕤᴗ⪅ධᮐỴᐃ䠆᪂つ஦ᴗᐇ᪋

䠘㈨㔠ㄪ㐩䠚 䠆ᚲせ㈨㔠䛾ᢕᥱ 䠆㈨㔠ㄪ㐩᳨ウ 䠆⮬ᕫ㈨㔠

஦ᴗ⤌❧ 䠆஦ᴗᡭἲ᳨ウ 䠆ㄪ㐩᪉ᘧ䛾᳨ウ 䠆㛗ᮇ㈈ᨻィ⏬䛾ぢ┤䛧

ᴫ⟬ᢲ䛥䛘 䠆䝕䝧䝻䝑䝟䞊┦ㄯ䞉᳨ウ 䠆༠ຊᴗ⪅㑅ᐃ䠄ᬻᐃ஦ᴗ䠅 䚷ᬻᐃ฼⏝᳨ウ ஦ᴗᐇ᪋

䠆⮬୺㛤Ⓨ᳨ウ 䠆༠ຊ௻ᴗ᝟ሗ཰㞟

䠘㞄ᆅ㐃ᦠ㛤Ⓨ䠚 䠆㞄ᆅ᝟ሗ཰㞟ᢕᥱ䛸஺΅ 䠆㞄ᆅ䠇㟷㐨㈙཰ 䠆㟷㐨㈙ྲྀ஺΅䞉ዎ⣙䞉௬౑⏝᳨ウ䠆ィ⏬䛻䜘䜛ά⏝ᐇ᪋

䠄㞄ᆅά⏝᪉ἲ᳨ウ䠅 䠄ィ⏬䜈䛾⤌䜏㎸䜏᳨ウ䠅 䠆᭦ᆅ໬᳨ウ

䠘༠ຊ௻ᴗ᳨ウ䠚 䚷䚷䠆䝕䝧䝻䝑䝟䞊ᡴデ 䠆䝕䝧䝻䝑䝟䞊䛻䜘䜛᳨ウ 䠆㛤Ⓨ༠ຊ௻ᴗ㑅ᐃᩚ⌮ 䚷䚷༠ຊᴗ⪅㑅ᐃ

䚷䚷䠄䝎䜲䝽㻴䚸䝉䜻䝇䜲㻴䚸䠅 䠄኱ᮾᘓク䚸䝇䝍䞊䝒䚸䝉䜻䝇䜲㻴䠅䚷䚷䠄ඹྠ஦ᴗ⪅䝸䝃䞊䝏䠅

䠘఍ဨ࿘▱஢ᢎ䠚 ⥲఍䛷ྲྀ䜚⤌䜏ㄝ᫂ 㔜Ⅼᐇ᪋஦㡯⤌㎸䞉⤒⦋ㄝ᫂ 䚷䚷䚷䚷䚷䠆⥲఍ᢎㄆ䠄ィ⏬䞉㈨㔠ㄪ㐩ㄝ᫂䠅

䚷䚷䚷䠆ᐇ᪋஦㡯⤌䜏㎸䜏 䠆఍ဨពྥ☜ㄆ䞉ពぢ⫈཰ 䠆඲ᨭ㒊䜈ィ⏬䜈䛾FB䛸஢ᢎ

䠘኱Ꮫ➼㛵ಀㅖᐁᗇㄪᩚ䠚 䠆Ꮫෆ⛣㌿䛾ྍ⬟ᛶ☜ㄆ 䠆䠄Ꮫෆ䠅⛣㌿‽ഛ 䚷䠆Ꮫෆ⛣㌿䚷䞉ᮏ㒊ᩚഛ䠄┳ᯈ➼䠅

䠆௬஦ົᡤྍ⬟ᛶᡴデ 䠆ලయⓗ᮲௳᳨ウ 䠆㛤Ⓨ᪉㔪䛻䜘䜛⛣㌿ィ⏬

䚷䚷䚷୍᫬೉⏝䛛ᜏஂ⛣㌿᳨ウ

䠆⪏㟈デ᩿☜ㄆ䚸ᑐ⟇᳨ウ 䠆Ꮫෆ⛣㌿ඛ஺΅ 䠆஦ົᡤ⛣㌿䚷䠆ゎయ䞉᭦ᆅ໬䞉ᬻᐃά⏝
఍㤋䞉ᕤᴗ఍஦ົᡤ 䠆ᬻᐃ฼⏝䜒᳨ウ 䚷䠆஦ົᡤ⛣㌿‽ഛ 䠆᪂యไ䜈䛾⛣⾜

䠆⛣㌿ඛ䛾᳨ウ 䚷䠆䝔䝘䞁䝖㌿ฟ㏻㐩࿘▱䚸㌿ฟ஺΅䚸㌿ฟ
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名古屋工業会館　解体の様子

安全祈願祭（10月31日）

重機を屋上へ（12月16日）

屋上ペントハウス解体（12月16日） 4階の解体開始（12月16日）

4階解体進行（12月17日） 4階解体終了（12月21日）
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3階解体終了（12月24日）

3階解体開始（12月23日）

2階解体開始（12月24日） 2階解体終了（12月27日）

建物解体終了（1月15日） 基礎撤去（1月17日）
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名古屋工業会の役割と課題
（一社）名古屋工業会 相談役　藤原 俊朗（K31）

１．はじめに
　名古屋工業会は加川理事長始め現在及びこれまでの役員・会員の方々のご努力と、大学の歴代の学長
始め教職員のご指導により立派な運営をされており、深く敬意を表しています。「ごきそ」500号発刊に
あたり私の理事長時代を振り返り、工業会の今後の役割と課題を考察致します。

２．理事長時代の思い出
　平成10年6月、32回総会において理事長に指名され４年間務めました。主として取り組んだ活動や事
業は下記のとおりです。
１）大学と事業企画と実行の連携　当時の運営委員会に大学側も委員に
２）会員増強　21世紀の知的ネットワークづくりをスローガンに
３）支部活動の活性化　支部と本部の連携交流強化
４）産学連携支援　研究協力会の設立

　当時大学では、大学の法人化、再編統合、教育改革等環境変化の大きな時期でしたが、工業会の課
題にも熱心に取り組んでいただけました。特に松井先生（当時副学長）には極めて適切なご指導を賜り、
今日あるのも松井先生のお陰と思っています。
　工業会館が取り壊しになりますが、円卓座席で役員の方の活発な議論、鶴舞公園の四季の移り変わり
を味わい、心を豊かにしてくれた事、佐野さん始め事務局の女性の方々の熱心な執務ぶりは忘れること
はできません。

３．大学を取り巻く今後の課題
　大学は法人化により自己責任において判断をされるようになり、社会や企業との接触する表面積も増
加して学問の在り方や社会への対応に使命感を持ってきたと考えます。一方大学の国際化・国際競争力
の強化、科学技術の進展に伴う新しい能力の要求、又人口の減少・進学率の低下等々対応する課題も増
加してきます。
１）連携・統合・規模の適正化（例えば大学連携推進法人）
２）科学技術とイノベーション推進（名工大として）、新技術の育成
３）大学の経営基盤・財政基盤強化、研究資金、大学基金
４）地域社会・産業の活性化更なる貢献

４．名古屋工業会の役割と課題
　大学の支援と会員相互の親睦を目的とする名古屋工業会は、今後の大学の進歩や発展・環境の変化に
対してどう取り組むべきか、極めて困難な課題を予測します。
１）産学連携、共同研究促進について工業会として大学と組織的対応
２）諸外国の同窓会が行う大学への寄付行為とその基盤について学ぶ
３）同窓の交流親睦のみならず、相互に価値の発見と創出を
４）人として組織として、依存ではなく自立を旨とする社会風潮の中で、工業会の将来の事業理念・
構造の調査研究

　最後になりましたが、名古屋工業大学と名古屋工業会の今後の益々のご発展と会員の皆様のご健康と
ご繁栄を祈願致します。
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名古屋工業会への思い
（一社）名古屋工業会　相談役　牛込 進（Y33）

　名古屋工業会機関紙「ごきそ」が今年3、4月号をもって500号になるとのこと、歴史の厚みを感じ喜
ばしいことであります。
　折しも、名古屋工業会館の解体工事が進行しており、年度末には工事が完了するとのこと、寂寥の感
は拭えませんが、変化の中での節目の時であることを考えれば致し方ありません。
　私は名古屋工業会の運営に長年携わっておりましたので、同会に対する思いは深いものがあります。
　初期の頃は、総会も新年会も同会館で開催しておりました。新年会は20 ～ 30人の出席で、とても今
とは比べものにならない小規模のものでした。中日ビルで開催するようになり、一段と華やかになりま
した。
　いろいろな面で改善されましたが、一番大きなことは、入学時に新入生に名古屋工業会員になっても
らったことです。これは大学当局と名古屋工業会役員の皆様のご尽力によるものと深い敬意の念を持っ
ています。
　僭越ながらこの機会に、名古屋工業会の運営について、私見を３つ申し上げます。
　１つ目は、以前、総会に諮問したことがありますが、名称を「ごきそ」に変更してはいかがでしょうか。
名古屋工業会と耳にしますと、名古屋市の関連機関と誤解されかねません。「ごきそ」は機関紙名に使
われており、また、「御器所が丘」の地名でもあります。私は「御器所」は縁起のよい名前だと思います。
再度検討していただければ幸いに存じます。
　２つ目は、これも理事会でお話したことがありますが、アメリカでは同窓会を非常に大切にしていま
す。私が修了しましたコロンビア大学大学院では卒業後もお互いに連絡を取り合っており、就職先等卒
業後の状況を会誌に掲示しております。また、昇進の都度報告をしております。卒業生同士の連携は日
本と比べものになりません。
　アメリカのような人種のるつぼの国では同じ学び舎で学んだ者同士は、家族のような関係で繋がって
います。同窓生を大切にし、お互い便宜を図っています。
　私は名古屋工業会もそのようであってよいのではないかと思っています。それが会員としての大きな
メリットにもなります。
　３つ目は、卒業生から寄付を募ることです。国立大学は独立法人になり、毎年運営管理費を削られて
います。先生方の研究のサポートや大学の運営に、我々卒業生も支援したいものです。
　私が理事長の時に、創学100周年を迎え、学長と一緒に寄付を集めさせていただきました。国立大学
の学生は学生時代、国にお世話になっているにもかかわらず、寄付することに前向きでないことに驚い
たものです。皆様には今後も思い切った寄付をお願いしたいと思います。それが、名古屋工業大学の地
位の向上にもつながると考えます。

（思い出の写真②）　名古屋工業会
新年会で柳田学長（右）山田教授と

（思い出の写真①）名古屋工業大学100周年記念式典
終了後の祝賀会で、松井学長（左から3人目）と

於：ウェスティンナゴヤキャッスル
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名古屋工業会との関わり
（一社）名古屋工業会　相談役　二杁 幸夫（K39）

　今にして思えば大変心苦しい限りではあるが、私と名古屋工業会との関わりは、人生も半ばをとうに
過ぎ、サラリーマン生活が終盤に近付いた頃だった。折しも100周年記念事業に向けた寄付金集めのさ
なかであったが、産業界の財布の紐も固く、目標額達成に向け、単科会ごとに設定された目標達成率の
報告に一喜一憂したことが思い出される。
　国立大学法人として大学自体が寄付金集めの主体となるということから、名古屋工業会に求められる
役割についても拡がりがもたらされた。会員相互の親睦や単なる資金源としての役割にとどまらず、豊
富な経験を有する卒業生の人材活用に目が向くに至った。こうした背景でスタートしたのが「職業指導」
（第二部）への講師（実務型教員）派遣であった。さらにＯＢトップセミナーの定例化で、社会にはば
たこうとする学生諸君の進路選択の一助となることが期待されたが、果たして効果を発揮しているので
あろうか…？
　続いて起こった大きな変化は、昭和42年（1967年）以来続けてきた「公益社団法人」という看板が「一
般社団法人」に変わったことである。平成20年（2008年）に施行された公益法人制度改革関連三法によ
るものであるが、その背景として「国立」名古屋工業大学が「国立大学法人」名古屋工業大学へと変わっ
たことと根っこのところは同じであろう。制限はありつつも、大学自体が「法人」として、資金確保に
乗り出す自由度が与えられたことから、卒業生で構成される「同窓会」に対してはその公益性が認めら
れなくなったのである。即ち、寄付金集めの受け皿としての役割はなくなったのである。こうして、構
成員（社員）の会費による共益型「一般社団法人」としての道が選択されたわけである。かくなるうえ
は、各地に拡がる同窓生のネットワークを活かし、その広範な知識と経験が共有され、会員相互の研鑽、
さらには後輩の進路指導や研究に活かされることが期待される。元公益社団法人としての足枷が外れた
暁には、こうした会員諸氏の知見を活かした収益活動が生まれることを熱望する。
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御器所の思い出
（一社）名古屋工業会　副理事長・東京支部長　松浦 明人（M47）

　先日のNHK大河ドラマ「麒麟がくる」で、太閤秀吉の実母の「仲」の生まれが「御器所村」だった
とありました。今の御器所町は大学の所在地であり、私の４年間の下宿先の住所でもありました。52年
前広島県の福山から出てきた私は、下宿探しに大学の周りの御器所のお屋敷町を歩いていて、この辺り
に住みたいと思い，石垣の上の門のベルを押しました。その家の方も良い方で、近所の大きな家を紹介
してくれました。紹介の家に伺うと、上品なおばあさんが出てこられ、下宿屋ではないが名工大の学生
なら縁もあり、泊めてあげると言われました。そのおばあさんは名工大の繊維工学科の教授の奥様で息
子さん夫婦と３人暮らしでした。確か部屋数は8～ 9部屋くらいあったと思います。２階の４部屋は全
部空いていて、その一つに４年間住まわせてもらいました。簗さんというその家を数年前に尋ねました
が、石垣の上の大きなあの屋敷はなく、更地になっていました。その数年前でしたか、年賀状が届かな
くなっていました。お世話になった方々も多く亡くなりましたが、名古屋は遠い田舎からの私にも優し
く、本当に良い思い出ばかりでした。

平地になった工業会館
（一社）名古屋工業会　副理事長　山下 啓司（W56）

　名工大で職を頂いて既に40年、しかしながら竜ケ池の畔にある少し風変わりな建物が、工業会の建物
であることはついぞ知らなかった。そんな中、平成19年から本学キャリアサポートオフィスを任せて頂
くようになり、その中で、工業会とのコラボレーション企画「Topセミナー」において、各界で活躍な
さっているOB諸氏をお迎えして、在学生たちに「君らの先輩がこのように産業界を引っ張っていらっ
しゃるんだ」と知らしめる企画に少し関わらせていただき始めた。
　そんな打ち合わせに加えて頂くのに初めて工業会館にお邪魔した。外も風変りだが、中の構造も未だ
結局どうなっていたのか？？？である。その流れで、キャリアサポートオフィスが企画した学内で普段
学生が食べられないようなケータリングの料理を摘まみながら、各業界のTop企業のOBさんたちに集
まってもらい、就活生たちと懇談する会「ディナートーク」を主催して頂いた。
　今までは同窓会では、OBさんが個人資格で参画されていたために、中々就活支援に結びつけること
が難しかったのだが、こういう流れの中で、いろんな形で工業会と現役学生の就活支援を結びつけるこ
とが可能となり、色んな企画を工業会館で練るようになってきた。一昨年から山下も副理事長として工
業会の中に入れてもらい、さらなる学生支援に関わっていきたいと考えている中、平地になった工業会
館跡を見ながら、コロナ禍を契機に代わっていくこれからを想像している。
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名古屋工業会館と中島一先輩の思い出
（一社）名古屋工業会　副理事長・大阪支部長　岡崎 格郎（A46）

　会員の募金で昭和52年（1977）に建てられた名古屋工業会館（名古屋工業大学全学同窓会の活動拠点、
以後、会館と略称）が解体され、活動拠点が母校内へ移りました。

私は、昭和42年（1967）から昭和48年（1973）母校で学び、その後大津に住んでいます。会館に初めて入っ
たのは、平成24年（2012）名古屋工業会（以後、工業会と略称）の大阪支部副支部長の時です。平成28
年（2016）大阪支部長、翌年工業会の副理事長になり、2～ 4回/年、会館を利用するようになりました。

　会館は、龍ケ池に面して建ち、瀟洒なレンガ調のタイル張りで、３階の会議室へは玄関ホールの吹き
抜けを回り階段で２階へ、そして空中階段を上ると大会議室でした。
　会館は、建築学科卒のOBのコンペを経て、A22の中島一先輩が、設計されました。中島先輩は、昭
和38年（1963）～昭和43年（1968）母校の建築学科助教授を経て、当時は愛知工業大学の建築学科教授
でした。平成5年（1993）～平成17年（2005）彦根市長を勤められ、工業会や建築学科のOB会・光鯱会
へも理事として積極的に参加・支援されました。
　会館の他、愛知工業大学図書館、彦根市消防本部、甲賀総合病院など、数多くの設計を手掛けられて
います。現在、彦根の観光名所になっている「夢京橋キャッスルロード」は、昭和61年（1985）～平成
11年（1999）に作られました。

会館での一番の思い出は、令和元年（2019）10月26日に行われた昭和44年卒業生の「半世紀遅れの卒業式」
の準備をここで行ったことです。母校及び工業会が事務局となり、各学科から代表の方と打合せを重ね、
卒業生625名中160名参加と盛大な会になりました。

　私は、工業会・光鯱会ともあまり縁が有りませんでした。しかし、平成19年（2007）光鯱会関西支部
の副支部長に選出された支部総会が彦根であり、会場の設営などで中島先輩に大変お世話になりまし
た。中島先輩にはその後、工業会・光鯱会のイベントで良くお目にかかり、母校に対する熱い思いを良
く聞いたものです。しかし、会館設計にあたっての思いなどは聞かなかったのが、残念です。

　今後、工業会本部の活動拠点は、母校の構内にある校友会館（講堂の南側にある旧、三協会館）とな
ります。新型コロナ感染対策として、生活も大きく変わりました。新しい活動拠点で、工業会の活動の
やり方も大きく変わりますので、ご期待ください。


